
・�

が
ま
石
ト
ン
ネ
ル
、
中
塩
原

バ
イ
パ
ス
開
通

・
青
木
サ
ッ
カ
ー
場
オ
ー
プ
ン
８

平
成
24
年

・�

那
須
塩
原
駅
開
駅
30
周
年
９

・
市
除
染
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
25
年

・�

木
の
俣
園
地
に
巨
岩
吊
橋
と

交
流
広
場
が
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年

・�

市
内
全
小
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

常
駐
配
置
10

平
成
27
年

・�

那
須
塩
原
市
合
併
10
周
年
記

念
式
典

・
市
ホ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
開
場
11

平
成
28
年

・
黒
磯
駅
東
口
広
場
完
成
12

・�

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
リ
ン

ツ
市
と
姉
妹
都
市
締
結
13

平
成
29
年

・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
30
年

・�

那
須
野
が
原
開
拓
の
歴
史
が

日
本
遺
産
に
認
定
14

時
が
経
っ
て
も 

変
わ
ら
な
い
も
の

　
ポ
ケ
ベ
ル
か
ら
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
携
帯
電
話
、
そ
し

て
ス
マ
ホ
へ
と
、
平
成
の
時
代
に
飛
躍
的
な
進

化
を
遂
げ
た
通
信
機
器
。
テ
レ
ビ
を
囲
ん
で
の

一
家
だ
ん
ら
ん
の
光
景
は
過
去
の
も
の
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
ホ
で
動
画
を
見
た
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
楽
し
ん
だ
り
と
い
っ
た
過
ご
し
方
が
増
え

た
。
人
と
の
対
面
で
の
や
り
取
り
は
減
り
、
人

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
い
よ
い
よ
幕
を
開
け
た
新
時
代

「
令
和
」。〝
初
春
の
佳よ

き
月
、空
気
は
清
く
澄
み
、

風
は
や
わ
ら
か
く
そ
よ
ぐ
。
厳
し
い
冬
を
乗
り

越
え
て
春
が
訪
れ
、
梅
や
蘭
が
咲
き
誇
る
〟。
そ

ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ
た
万
葉
集
の
歌
が
元
号

の
出
典
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
実
施
し
た
平
成
の
節
目
の
当
時
を
知
る

３
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
そ
こ
で
共
通
し
て

い
た
の
は
、
愛
す
る
地
域
を
守
り
、
次
の
時
代

に
バ
ト
ン
を
渡
そ
う
と
す
る
情
熱
。
そ
し
て
、

一
緒
に
苦
楽
を
共
に
し
、
汗
を
流
し
て
き
た
仲

間
へ
の
感
謝
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
こ
の
地
域
に

積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
地
域
に
も

穏
や
か
な
春
の
よ
う
な
良
い
時
代
が
訪
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
か
ら
時
代
が
移
り
変
わ
り
、
ど
れ
ほ
ど

技
術
が
進
歩
し
た
と
し
て
も
、
人
は
決
し
て
一

人
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
や
、
大
切
な
何
か
を
守
ろ
う

と
す
る
思
い
。
令
和
の
時
代
も
、
さ
ら
に
そ
の

次
の
時
代
も
、
そ
う
し
た
思
い
が
消
え
る
こ
と

な
く
、
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

１全長60ｍの足湯は日本最大級　２
ご当地ナンバーとして「那須」ナンバー
がデビュー　３アウトレットがオープ
ンし、周辺道路が渋滞するほどの大盛
況　４アクアスのオープン当日は長蛇
の列が　５那珂川河畔運動公園のプー
ルがリニューアル　６東那須野地区へ
移転した那須塩原警察署　７本市にも
大きな被害をもたらした東日本大震災

８新しい青木サッカー場でボールを追
いかける子どもたち　９新幹線開通
30周年を記念し、初代やまびこが出
発進行　10ALTの全小中学校常駐配置
は県内初　11ホースガーデンで乗馬を
体験する子どもたち　12黒磯駅周辺の
再整備で変わる駅前　13リンツ市と姉
妹都市を締結　14近隣市町と共同で申
請し、認定された日本遺産

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

オ
ー
プ
ン

東
京
五
輪
開
催
決
定

流
行
語「
お
も
て
な
し
」

御
嶽
山
が
噴
火

消
費
税
が
８
％
に

北
陸
新
幹
線
開
業

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
ブ
ー
ム

熊
本
地
震
発
生

上
野
動
物
園
パ
ン
ダ

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」誕
生

築
地
市
場
か
ら
豊
洲
市

場
へ
移
転

平
成
18
年

・�

ひ
た
ち
な
か
市
、
滑
川
市
と

姉
妹
都
市
締
結

・�

塩
原
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
塩
原

温
泉
湯
っ
歩
の
里
完
成
１

・
塩
原
温
泉
開
湯
千
二
百
年
祭

・
那
須
ナ
ン
バ
ー
導
入
２

平
成
19
年

・
塩
原
庁
舎
新
築
移
転

・
地
域
バ
ス「
ゆ
～
バ
ス
」運
行

平
成
20
年

・�

那
須
ガ
ー
デ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

オ
ー
プ
ン
３

平
成
21
年

・
黒
磯
板
室
IC
開
通

・�

そ
す
い
ス
ク
エ
ア
Ａア

ク

ア

ス

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｓ

オ
ー
プ
ン
４

・�

国
道
４
０
０
号
大
西
バ
イ
パ
ス

開
通

平
成
22
年

・
那
須
塩
原
市
合
併
５
周
年

・�
那
珂
川
河
畔
運
動
公
園
プ
ー

ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
５

・
那
須
塩
原
警
察
署
が
移
転
６

平
成
23
年

・�

東
日
本
大
震
災
発
生
７　

↗

ラ
イ
ブ
ド
ア
シ
ョ
ッ
ク

ハ
ン
カ
チ
王
子
ブ
ー
ム

「
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
」

が
流
行
語
に

北
京
五
輪
開
催

政
権
交
代

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
南
ア
フ

リ
カ
大
会

女
子
Ｗ
杯〝
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
〟初
優
勝

初春の令月にして、気
き

淑
よ

く風和
やわら

ぎ、

梅は鏡
きょうぜん

前の粉を披
ひら

き、蘭は珮
はいご

後の香
こう

を薫す

折しも、初春の佳き月で、空気は清く澄みわたり、風はやわらかくそ

よいでいる。梅は佳人の鏡前の白粉のように咲いているし、蘭は貴人

の飾り袋の香りのように匂っている――

　「新版　万葉集　－現代語訳付き（角川ソフィア文庫）」
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開湯1200年記念祭

君島 則夫 さん

塩原温泉旅館協同組合 理事長
（塩原温泉観光協会 前会長）

大同元(806)年に発見された塩原温泉。開湯1200年の記念祭
と平成の温泉街の変遷を君島則夫さんに振り返ってもらった。

バブル時代は、平日も空室がないほどにぎわっていた塩
原温泉。団体客が大型バスで訪れ、飲み屋や土産物店

は人であふれ、街は活気に包まれていました。しかし、バブ
ル崩壊とともに客足は減少。旅館を閉める人が徐々に出始め
ました。そんな中、平成18年に訪れた開湯1200年。「全盛
期の塩原を取り戻せ」。観光関係者だけでなく、まちの全員
が一致団結して塩原を盛り上げました。1200年前の平安時
代の衣装を再現して温泉街を練り歩く平安絵巻や、流し踊り、
そして山車やみこしの運行。その盛況ぶりは、今も脳裏に焼
き付いています。その一部は、9月の古式湯まつりで平安時
代の衣装で練り歩く分湯行列として今も続いています。

　その後の塩原の転換点は平成23年の東日本大震災。宿
泊客が激減し、旅館を閉める人も急増。今の旅館数はピー
ク時の半分以下になってしまいました。しかし、歴史ある
温泉街をなんとかしなくてはと、6年前に観光局を立ち上
げました。プロモーションを充実させ、知名度は回復しつ
つあり、若い世代の人たちも頑張っています。
　長期的には塩原温泉をハナモモの里にしようと、平成
26年から取り組んでいます。塩原温泉街や八郎が原牧場、
もみじ谷大吊橋に、住民の皆さんの協力で約2000本の苗
木を植えることができました。手入れも大変ですが、春に
一人でも多くのリピーターが増えるよう、毎年植栽を継続
しています。新しい令和の年に、白や桃色の鮮やかなハナ
モモとともに、塩原温泉に良い時代が訪れてほしいです。

塩原温泉
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